








要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の発症に関係すると考えられる育児習慣に関わるリスク

因子についてのアンケート調査およびその追跡調査を行ない、SIDS の頻度の高いニュー

ジーランドの報告と比較した。その結果、本邦においてはリスクとされる妊娠中の喫煙率、

うつぶせ寝の頻度が低く、反面リスクを減少させると考えられる母乳栄養率は比較的高い

ことを示した。また、就寝時添い寝をしている割合が高いことや、着衣にウールを使用し

ている頻度が低いこと、着衣はしっかりくるまず手足の動きを自由にする様にしているこ

となどの点で相違がみられた。


